
秀岳館高校サッカー部に見る
テクノロジー活用例

特 別 企 画

	 段原一詞（秀岳館高校サッカー部	監督）

データ解説◎長谷川	裕（龍谷大学経営学部スポーツサイエンスコース	教授）

指導スタイルの変遷と 
テクノロジー導入

――テクノロジーを導入するよう
になった経緯をお聞かせください。
段原　秀岳館に来た当初の、私の
指導のベースはメンタル、精神論
でした。まだ 20 代でしたから、
情熱だけで選手たちを引っ張って
いくスタイルでした。初めての熊
本県タイトルは新人戦で、決勝で
は全国常連の大津高校に勝ちまし

たから、まぐれではなく実力だと
疑いもしなかったのですが、その
後に出場した九州大会での、ある
人との出会いが指導者としてのタ
ーニングポイントになりました。
――どなたですか？
段原　当時、大分高校の監督を務
めておられた朴英雄さんです。そ
の九州大会で私たちは、朴監督率
いる大分高校に２-０で勝利しま
した。試合後に私に話しかけてく
れたのですが、少しカチンとくる

ようなことを言われて私も朴監督
のことが印象に残ったのですが、
その数ヵ月後のプリンスリーグ

（全国９地域で行われる高校生年
代のリーグ戦）で再び大分高校と
対戦し、また私たちが勝ちました。
その試合後、朴監督が私のところ
にやってくると「選手は負けたが、
私は君には負けていない」と言い
放ったのです。
――再びカチンときた、と。
段原　そういう気持ちも少しはあ

ったのですが、インターハイに向
けてこのままの指導でよいのかと
自問している時期でもあったので、
朴監督の言葉が気になって、その
後、私のほうから朴監督にコンタ
クトを取るようになりました。何
回も会っているうちに、厳しい指
導で有名だった朴監督が実はロジ
カルな戦術家だということがわか
ったんです。2011 年の全国高校
選手権に出場した大分高校は、大
分県勢初のベスト４に進出。私も
東京へ行って大分高校のすべての
試合を見て勉強させてもらい、以
降は朴監督と同様に、精神論に戦
術論をプラスした指導スタイルに
変えました。その成果は熊本県内
では常に優勝争いに名を連ね、シ
ード校常連という形で表れました。

――そこからまた指導スタイルに
変化があったのですね？
段原　近年、熊本県内には私学が
増え、それぞれがサッカー部の強
化に乗り出しました。もともと強
かったルーテル学院高校に加えて、
熊本国府高校や東海大学付属熊本
星翔高校などが力を伸ばしてきた
ので、人材が分散するようになっ
たのです。熊本県の横綱ともいえ
る大津高校と中高一貫のルーテル
学院高校は安定して人材を確保で
きるけれども、そのほかの高校は
工夫が必要になった。そういう状
況もあって、私は次の一手を打と
うと考えるようになったのです。
――それがテクノロジー導入によ
る指導法、ということですね。
段原　そうです。テクノロジーを

ベースにした指導は希少価値が高
く、それが優秀な人材を引きつけ
る魅力になると思いましたし、何
より精神論に戦術論をプラスする
ことで広がってきた指導者として
の幅を、さらに広げられるのでは
ないかと考えました。
――テクノロジーを導入したとき
に、それが生徒たちにどのような
影響を及ぼすかも考えましたか？
段原　私が精神指導に戦術的指導
をプラスしたとき、生徒たちの目
はキラキラと輝きました。しかし
時間がある程度経過すると慣れが
出てきますし、戦術論はある意味
で学習なので、そこについていけ
ない生徒たちも出てきます。そう
した生徒たちに内的動機を与える
ものは何かと考えたときに、私は

近年、スポーツの現場にテクノロジーが活用さ
れるケースが確実に増えてきている。しかしな
がら費用の問題や、収集したデータをいかにし
てチームあるいは選手個々の強化に生かしてい
くべきかという活用の問題で、なかなか導入に

踏み切れない面があるのも事実。ここでは、選
手たちの内的動機づけが目的に戦術・フィジカ
ルデータの取得と活用を行う、秀岳館高校（熊
本県八代市）サッカー部のテクノロジー活用事
例をご紹介する。 取材・構成・撮影／島田 徹

データ解説①
Field Wiz（フィールド・ウィズ）について
――「Field Wiz」について簡単にご説明ください。
長谷川　GPSなどの衛星情報を用いて、サッカーなど屋外チー
ムスポーツの戦術・フィジカルデータを取得し、現場で有効活用
するためのシステムです。ビブスの上背部ポケットに挿入された
35gの受信器だけで、試合や練習後すぐに必要な情報を入手す
ることができ、個々の選手の活動度やコンディショニング、トレーニ
ング成果などを客観的かつ正確に把握することが可能です。スイ
スサッカー協会をはじめ、多くの組織やクラブで活用されており、
FIFA（国際サッカー連盟）の公式戦で使用するために必要なIM 

S認定を取得しています。
――使用の簡単な流れを教えてください。
長谷川　GPSデバイス（写真1）を専用のインナービブスの肩甲
骨の間にあるスペースに装着します（写真2）。試合後に回収

（写真3）、ドッキングステーションに各GPSデバイスをセットし（写
真4）、データをUSBにダウンロードします（写真5）。そして、PCで
データの整理及び確認をして、各選手にデータを送信します（写
真6）。

写真1  GPS デバイス 写真2  GPS デバイスを装着 写真3  GPS デバイスを回収

写真4  回収した GPS デバイスをドッキ
ングステーションへセット

写真5  ドッキングステーションでデータを
ダウンロード

写真6  PC で確認整理、各選手にデータ送信
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数字に向かわせることが効果を生
むのではないかと考えました。
――テクノロジーと一口に言って
も、いろいろあると思います。
段原　鹿屋体育大学サッカー部も
導入していると聞いたので問い合
わせてみましたが、研究の意味合
いもあって莫大な予算をかけてお
り、私たちが手にするには無理な
ものでした。それに、機材購入だ
けではなく運用まで面倒を見てく
れるところでないと宝の持ち腐れ
になると考え、いろいろなところ
に当たり、データの取り方や見方、
トレーニングへの落とし込み方ま
で指導していただける長谷川先生
のところに行きついたわけです。
そして今年３月に、テクノロジー
をベースにした指導をスタートさ
せました。
――どのようなデータを取るべき
かについては、どういうふうに考
えたのでしょうか。

段原　選手たちの内的な動機づけ
が目的だったので、彼らでもわか
りやすく、他人と比較しやすいデ
ータがよいだろうと考えました。
例えば、J リーグの公式サイトに
は、走行距離とスプリント回数が
毎節アップされます。将来的にプ
ロを目指そうとする選手なら、J
リーガーと自分の数値を比較して
努力することができますし、その
ようにほかの組織でも取っている
データならば、選手が他者と比較
しやすいという観点からデータ項
目を選定しました。そして長谷川
先生と相談の上、現在使用してい
る「Field Wiz（フィールド・ウ
ィズ）」という機器の購入を決め
たのです。
――「Field Wiz」を使用したと
きの選手たちの反応はどうでし
た？
段原　最初に GPS デバイスを装
着して試合を行ったとき、選手た

ちは終了と同時に座り込みました。
データを取られている、データと
して残るという意識から、本当の
意味で力を出し切ったのです。

データをいかに取り 
何を読み取るか

――取得したデータはどのタイミ
ング、どういう方法で選手たちに
フィードバックするのですか？
段原　伝えるタイミングや見せ方
にはいろいろなパターンがありま
すが、基本的にはゲームが終わっ
たら各自の GPS デバイスを回収
し、ドッキングステーションにセ
ットしてデータをダウンロードす
るのに最短で 10 分程度。つまり、
選手がクールダウンして着替える
までにはデータの収集が終わって
いることになります。そのデータ
は選手のスマホに LINE で送り、
各自がデータを確認した上で試合
後のミーティングに臨むという段

取りです（p.27 囲み参照）。
――選手は自分のデータだけでな
く、チームメートのデータも閲覧
できる状態にするのですか？
段原　もちろんです。それも目的
の１つです。他者との比較も、数
字による内的動機をさらに高める
大事な要素となりますからね。精
神的にあおるのではなく、数字を
刺激とするのです。
――データから何を読み取るのか
も、指導者にとっては大事になり
そうです。
段原　そうですね。例えば走行距
離（表 1）は、ポジションごとに

大体の目安がわかってくるので、
多い・少ないという評価は簡単に
できると思います。そのほかには
３m の毎秒毎秒の加速（表 2-A）
と減速（表 2-B）の回数が出て
きます。この数字から、ボールを
受けるために加速したけれども相
手に奪われてしまったときに、し
っかり減速して守備に切り替えら
れているかどうかがわかります。
その回数に大きな差がないときは、
攻撃から守備への切り替えができ
ていると考えられ、加速（A）よ
りも減速（B）の回数が少ないと
きは、守備への切り替えをサボっ

ていると考えられるわけです。
――しかし実際には、その数値だ
けで攻守の切り替えが的確にでき
ていないと判断するのは難しいよ
うに思います。加速や減速はそう
いう場面以外にも行われていて、
それが数値化されている可能性も
あるのではないでしょうか？
段原　その通りです。ポジション
によっても、攻守の切り替えの回
数そのものが変わってきますから
ね。そこで、実際の映像と比較す
ることが必要になります。とはい
え、ゲームでその選手のプレーを
見ているときには既に「今日は攻今年 3 月に「Field Wiz」を導入したばかりだが、何度も同じ指摘を繰り返さずに済むなど指導に変化が見え始めているという
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表 2   加速とスピードに関するデータ

（Overall Acceleration & Speed）

表 1   走行距離総括データ 
（Overall Distance in km)
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守の切り替えができていないな」
という印象を私はもっています。
その上で実際のデータを見たとき
に、「この加速と減速の差は、や
っぱり切り替えをサボっていたか
らだな」と納得するのです。つま
り、私が見た印象を裏づけるため
のデータなのです。逆に、私はサ
ボっていると思ったけれども、実

際にはちゃんと切り替えていたの
だと理解するケースもあります。
すなわち、データは自分の指導の
裏づけであり、それがあることで
自信をもって選手にアドバイスで
きるということです。
――表１を見ると、時速 30km
以上で走った選手は、2 人だけの
ようですね（表 1-C）。

段原　時速 30km が出せる選手
は見た目に「おっ、速いね」と感
じるスピードですが、プロ選手と
比べたときに、そのスピードで走
った距離は物足りないので、２人
には「もっと回数と距離を伸ばそ
う」と声を掛けます。そして時速
30km で走っていない選手には２
通りあります。時速 30km 出せ

るのに出していない選手と、目い
っぱい走っても時速 30km を出
すのが無理な選手です。前者の選
手には「出せるのに出せていなか
ったよね」と、次の試合で出せる
ように意識づけします。そして後
者の選手には、スピードが出せる
ようになるトレーニングメニュー
を課すことでアプローチします。

データに基づく 
指導の注意点と活用法

――データを活用する際に、注意
していることはありますか？
段原　先ほど「自分の指導の裏づ
けにする」と話しましたが、実際
の印象と現実とを照らし合わせる
意味で、データはとても大事だと
思います。現在取っているデータ
で、基準に達しているかどうかの
判断材料にしているわけですから、
基準を下回るようであれば、やは
り修正をかけなければなりません。
しかし、それがすべてではないと

いうことも前提として意識すべき
だと思います。
――具体的にいうと？
段原　例えば、本校サッカー部に
は現在ブラジル人選手が所属して

います。彼はフォワードなのです
が、走行距離やスプリントの回数
をデータとして見たときには物足
りないと感じます。そのため「も
っと走ろう、もっとスプリントし

図  選手別データ例

データ解説②
「Field Wiz」で取れるデータ

――「Field Wiz」で取れるデータにつ
いて簡単にご説明ください。
長谷川　大きく分けてチームトータル

（Team Overview）と選手別（Player 
Details）があります。そして、それぞれに
各データが存在するわけですが、簡単
に説明します。まずはチームのトータル
データ。項目としては、前後半別選手別
プレー時間（Period Time Summary）
がまずあって、表1の走行距離総括デー
タ （Overall Distance in km) 、表2の
加速とスピードに関するデータ（Overall 
Acceleration&Speed）は、それぞれ1
試合トータルと前後半別があります。さ
らに、個人別前後半別の走行距離（Di 

stance in km)、選手別時間別走行距
離（Intensity/Time）、選手別心拍数

（Herat Rate）のデータがあります。
――選手別（Player Details）のデータ
についても教えていただけますか？
長谷川　チーム別で出てきた項目を中
心に、選手1人ずつに落とし込んだ形で
出てきます（図）。データは前後半別に
表示されますが、ここに示したのは前半
のものです。チーム別になかったものと
しては、ヒートマップ（Field Position 
Heat Map）があります。そのほか、心拍
数が時間別にグラフ化されとても見やす
くなっています。

D

F

E

図  選手別データ例
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よう」とアドバイスしたくなるの
ですが、これはブラジル人特有の
ものなのか、相手の警戒を緩めて
おいてゴール前で一気にパワーを
集中させてゴールを奪うという考
えの下、わざとサボっていること
があるのです。いわゆる駆け引き
をしている。ですから彼に対して、
データ上で出ている現象に従った
アドバイスをすることが果たして
正しいのか、そこは指導者がよく
考えて判断すべきだと思います。
――そのほかに、データを読む上
で注意すべきことはありますか？
段原　日本人は真面目ですし、一
度数字に向き合うと「とことん追
求してやろう」となるので、限度
を超えない範囲で選手に要求する
ことも意識する必要があると思い
ます。例えば、チーム全体（個人
の総計）の走行距離は、J リーグ
でもおおよそ 110 〜 120km で、
110km を下回ったチームは負け
ています。ですから 110km 以上
は目指しますが、130km を求め
るのがよいかどうかは冷静に判断
すべきでしょう。
――走行距離でいうと、ポジショ
ンによっても変わりますよね？
段原　そうですね。例えばボラン
チ（布陣の中央に位置し、攻守の
バランスを保つ役割をもつ）であ
れば 12 〜 13km を求めたいとこ
ろですが、センターバック（ディ
フェンスラインの中央に位置する
守備の要）は 10km 程度が目安
になるだろうと思います。
――例えば、センターバックの走
行距離が目安の 10km に届かな
い理由を、データから推察するこ
とは可能でしょうか？
段原　９km くらいで留まるとき
というのは、完全に相手を押し込
んで守備機会が少ないときという
場合もあるのですが、細かくポジ
ションを修正することをサボって
いるときにもそうなりがちです。
それは個別のデータのうちのヒー

トマップ（図-D）や、加速（図-E）
及び減速（図-F）の差、そして
映像など、複合的にデータを解析
することで、どちらの理由なのか
を判断できると思います。１つの
データで慌てて答えを出さないこ
とが大事だと思います。
――ちなみに図のデータはセンタ
ーバックのものですね？
段原　ヒートマップを見ると、プ
レー頻度の高いエリアがセンター
サークルに偏っていますから、こ
の試合は自分たちが攻め込んでい
たケースです。けれども、何度か
自陣深くに戻った形跡が残ってい
るのは、相手のカウンターに対す
るケアが甘い、つまり細かなポジ
ション修正を怠っていた、という
ことも推測できます。このあたり
は、実際の映像を見比べてアドバ
イスを送ることになります。
――データはメンタル的側面から
の指導にも活用できますか？
段原　例えば、「プロになりたい」
と思っている選手なのにやる気が
見えない。そのときに「それじゃ
あプロになれないぞ。もっと頑張
れ！」と言うだけでなく、プロに
なるために必要なデータと現時点
のデータを比較提示することで、

「今のままじゃプロになれない。
もっと頑張ろう」というふうに、
感情を論理的に操作することが可
能だと思います。逆に、「プロに
なれたらいいな」くらいの気持ち
でいる選手にプロとの差をデータ
で見せることによって、「プロは
諦めよう。けれどもサッカーは楽
しみながら一生続けるぞ」などと、
その選手に合ったサッカーの向き
合い方を決断させることもできる
と考えています。
――データを指導に生かすように
なって、段原監督の指導に何か変
化が生まれましたか？
段原　やらなければいけないこと
をやっていない選手、できていな
い選手に強く言うことが一度きり

になりました。一度言ってできな
い選手には、データを提示すれば
済みます。選手もデータを見せら
れれば、感情的になることなく自
分のすべきことや課題を理解する
ので、こちらが何度も言う必要が
なくなるのです。
我々の時代は、大人がこんこんと
話すことに耳を傾けることで、い
ろいろなことを理解してきました。
面倒くさいこともありましたが、
答えに行きつくためには必要な手
段でした。ところが今の子どもた
ちは、生まれたときからスマホが
身近にあり、答えはすべてそのな
かにある。わからないことがあれ
ば、自分で調べてすぐ答えに行き
つきます。大人の話に耳を傾けて
理解を進めるプロセスが必要なく
なっているのが、現代社会だと思
います。ですからまずはデータを
目の前に提示し、その上でアドバ
イスを送る。それが今の時代に合
った指導なのではないかと思って
います。

★「Field Wiz」に関するお問い合わせはコチラへ！
エスアンドシー株式会社　www.sandcplanning.com
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大学大学院教育学研究科博士課程前期修了。龍谷
大学経営学部スポーツサイエンスコースにおいて、
バイオメカニクス、機能解剖学、トレーニング理論、
エクササイズテクニック実習などの科目を担当し、
実践的研究活動に注力している。

だんばら・かずし
福岡県生まれ。自身は東海大学第五高校（現・東
海大学付属福岡高校）、○○大学でプレー。卒業後
は保健体育科教員として明徳義塾高校へ着任。
2001 年に秀岳館高校へ着任し、サッカー部監督に
就任した。
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